
学校名 学年 １学級の人数

和気小学校 ３年・５年 ４１人・４１人
黒鳥小学校 ３年 ４４人

芦部小学校 ６年 ４１人
北池田小学校 ３年・５年 ４１人・４１人

いぶき野小学校 ３年・４年 ４１人・４１人
南池田小学校 ３年 ４３人

緑ヶ丘小学校 ４年 ４２人
青葉はつが野小学校 ３年・４年 ４２人・４１人
信太小学校 ４年 ４１人

鶴山台南小学校 ３年・５年 ４２人・４１人
和泉中学校 １年・３年 ４１人・４２人

郷荘中学校 ３年 ４１人
北池田中学校 ３年 ４１人

信太中学校 ２年 ４１人

南松尾はつが野学園 ３年・４年 ４１人・４３人

学校名 学年 １学級の人数

黒鳥小学校 ３年 ３０人

南池田小学校 ３年 ２９人

青葉はつが野小学校 ３年 ３５人
鶴山台南小学校 ３年 ２１人

和泉中学校 ３年 ３７人
北池田中学校 ３年 ３５人

南松尾はつが野学園 ３年・４年 ２１人・２２人

１学級の定員を３９人にするだけで１学級の人数
が減る学校（学年）もあります。

国府小（５年・６年）、伯太小（４年）、芦部小（３年・４
年）、北池田小（４年・６年）、いぶき野小（５年）、緑ヶ

丘小（６年）、青葉はつが野小（５年・６年）、北松尾小
（４年）、光明台北小（６年）、光明台南小（４年）、郷

荘中（１年）、石尾中（１年・２年・３年）、北池田中（１
年・２年）、南池田中（１年・２年・３年）、光明台中（１

年・２年・３年）が１クラスづつ増えて１学級の人数が
減ります。
※弾力的運用を行って（先生が増えないまま学級を

増やして）いる横山小（５年）、信太小（５年）、和泉中
（２年）では、先生が増えます。

↓

今年度４０人を超えている学校（５月１日） ３５人学級実現で１学級の人数が減る学校

（左表の学年以外に）

和泉市長 辻 様宏康

和泉市議会 議 長 様杉本 淳

和泉市教育委員会 教育長 小川 秀幸 様
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和泉市立の小・中 学校で35人以下学級の実 施を求める請願書

【 請願趣旨 】

「少人数学級」の効 果は、それを実施している様々な自治体で証明されています。

「落 ち着いた環境で 学習に前向きに取 り組める 「個々の児童 ・生徒の学習課題 や実態」

を把握し やすくなる」など、 学習面で重要な成果 が出ています。さら に 「生活習 慣がつ、

くられる 「欠席児童 ・生徒、不登校児童 ・生徒が減少した」 など生活面でも改善 が言わ」

れています。

本来 「少人数学級 」は国の責任として 実施されるべきもの ですが、その必要性 から、、

全国の自治体が積極 的に取り組んでいます。大阪府下では近隣の泉佐野市 、堺市をはじめ

多くの市が市単費の 常勤講師を配置し、学級定員の引き下げを独自に実施 しています。

和泉市で も、これが実施されれば 、支援学級在籍児を含めて 人を超える過 密学級が40
解消されることをはじめ、学習環境が大幅 に改善されると考えます。

そこで、以下の点に ついて強く要望します。

【 請願事項 】

１．和泉市独自の 予算で、和泉市立の小学校３年生から中学 校３年生までの全学年

で３５人以下学 級を実施してください。

お 名前 ご 住所

※ この署名用紙 は目的以外に使用しません。

和泉市の子どもと 教育を守る会

〒 和泉市府中町 組合（連絡 先） 泉 北教職員594-0071 6-12-2
Tel 0725 41 1953 Fa x 0725 44 6570（ ） （ ）

昨
年
度
、
高
石
市
議
会
で

は
「
35
人
以
下
学
級
を
求
め

る
決
議
」
が
全
会
一
致
で
採

択
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
、

「
子
ど
も
と
教
育
を
守
る
高

石
市
民
の
会
」
が
市
議
会
に

提
出
し
た
請
願
署
名
（
約
５

０
０
０
筆
）
が
大
き
な
力
と

な
り
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
「
和
泉
市
の

子
ど
も
と
教
育
を
守
る
会
」

が
署
名
（
ブ
ル
ー
の
用
紙
）

に
取
り
組
み
ま
す
。

☆
ご
自
身
が
署
名
す
る
だ
け

で
な
く
、
是
非
ご
家
族
や
友

人
に
も
署
名
を
広
げ
て
く
だ

さ
い
。

☆
市
民
の
方
が
駅
頭
や
校
門

で
署
名
用
紙
を
配
布
し
ま
す
。

激
励
し
て
く
だ
さ
い
。

№２１４７ 泉北教育 ２０１９年９月２日 （２）

泉 北教 組に加 入し て子ど もと教 育を 守ろう ！

問
「
６
月
の
定
例
の
教
育
委

員
会
で
教
職
員
の
働
き
方
に

関
す
る
取
り
組
み
が
報
告
を

さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
改
め

て
こ
の
働
き
方
の
改
革
に
関

す
る
報
告
の
内
容
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。
」

答
「
教
職
員
の
長
時
間
勤
務

縮
減
に
資
す
る
施
策
と
し
て
、

ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス

タ
ッ
フ
の
配
置
校
の
決
定
、

音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
よ
る
電

話
対
応
の
実
施
、
学
校
閉
庁

日
の
実
施
の
３
点
を
報
告
い

た
し
ま
し
た
。

１
つ
目
の
ス
ク
ー
ル
・
サ

ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ
に
つ
き

ま
し
て
は
、
学
校
規
模
に
応

じ
て
小
学
校
に
３
校
、
中
学

校
に
２
校
、
義
務
教
育
学
校

の
合
計
６
校
へ
の
配
置
を
決

定
い
た
し
ま
し
た
。
原
則
各

校
１
名
が
１
週
間
当
た
り
12

時
間
の
活
動
と
し
、
具
体
的

な
活
動
例
と
し
ま
し
て
は
、

授
業
で
使
用
す
る
プ
リ
ン
ト

や
宿
題
、
学
校
だ
よ
り
及
び

会
議
資
料
等
の
印
刷
・
準
備
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
材
や
理
科
実
験
器

具
の
準
備
・
片
づ
け
、
児
童
・

生
徒
の
作
品
及
び
ポ
ス
タ
ー

な
ど
の
掲
示
、
各
種
デ
ー
タ

の
入
力
等
、
学
校
の
実
情
に

応
じ
た
活
用
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー

ト
・
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
活
動

し
て
い
た
だ
く
方
に
つ
い
て

は
、
教
員
等
学
校
に
お
け
る

活
動
の
経
験
が
あ
る
方
が
望

ま
し
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

２
つ
目
の
音
声
ガ
イ
ダ
ン

ス
に
よ
る
電
話
対
応
に
つ
き

ま
し
て
は
、
７
月
１
日
よ
り

本
市
の
全
て
の
学
校
に
お
い

て
、
勤
務
時
間
外
の
時
間
帯

に
お
け
る
保
護
者
等
か
ら
の

学
校
へ
の
電
話
に
対
し
て
、

学
校
行
事
や
自
然
災
害
な
ど

の
緊
急
対
応
を
除
き
、
音
声

ガ
イ
ダ
ン
ス
に
よ
る
対
応
を

行
い
ま
す
。

３
つ
目
の
学
校
閉
庁
日
に

つ
き
ま
し
て
は
、
夏
休
み
の

長
期
休
業
中
に
４
日
間
実
施

す
る
予
定
を
し
て
お
り
ま
す
。

閉
庁
期
間
中
は
原
則
と
し
て

学
校
の
業
務
を
休
止
い
た
し

ま
す
が
、
そ
の
間
に
お
け
る

問
い
合
わ
せ
に
つ
き
ま
し
て

は
、
教
育
委
員
会
指
導
室
に

て
対
応
い
た
し
ま
す
。

２
０
１
９
年
６
月
和
泉
市
議
会
本
会
議
で
、
「
教
職
員
の
長
時
間
労
働
」
に
つ
い

て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
の
で
連
載
で
紹
介
し
ま
す
。
「
問
」
は
早
乙
女
実
議
員
、

「
答
」
は
大
槻
亮
志
教
育
指
導
監
で
す
。


